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　株主のみなさまには、平素より格別のご高配を賜りありがたく
厚くお礼申しあげます。
　さて、当社第55期上半期（2023年3月1日から2023年8月
31日まで）が終了いたしましたので、ここに営業の概況について
ご報告申しあげます。
　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナ
ウイルス感染症が感染症法上の５類へ移行したことにより経済
活動の正常化が進み、緩やかな回復基調となったものの、地政学
上リスクの長期化を背景としたエネルギー価格および原材料
価格の高騰が継続し、依然として先行き不透明な状況が続いて
おります。また、人流回復による個人消費の持ち直しが見られる
ものの、商品価格の相次ぐ値上げが続いたことで消費者の堅実
志向、節約志向も強まりを見せており、厳しい状況が続いてまい
りました。
　このような厳しい環境下において当社グループは、営業力の
強化と収益力の向上に取り組むとともに、危機管理やコンプライ
アンスの徹底によるコーポレート・ガバナンスの強化および持続
可能社会の実現に注力してまいりました。 
　小売事業につきましては、原材料価格高騰による相次ぐ値上げ
の影響を受けた低価格志向への対応としてスーパーハピープラ
イスやセブンプレミアムの拡充および拡販に取り組むとともに、
６月にはアルネ津山店(岡山県津山市)に紀ノ国屋とたぬき庵の
新たなブランドを導入するなど多様化するお客様ニーズへの対応
に努めました。また、子会社の株式会社三好野本店が地元食材を
使用した惣菜商品を地元高校と共同開発し、子会社の有限会社
ハピーバラエティが移動スーパーとくし丸の５０号車を開業する
など地域活性化や地域貢献に取り組みました。さらに、節電機器
の導入や太陽光パネル設置店舗の拡大等の環境に配慮した取り
組みを実施するほか、サステナビリティ委員会を設置し、持続可

能社会の実現に向けた組織体制を整えました。アフターコロナ
においても短時間や非接触でのお買物ニーズへの対応を継続
し、キャッシュレス決済の推進、ネット販売の拡大に努めるほか、
ハピーカードの利便性向上のためＥｄｙのキャッシュレスチャージ
を開始いたしました。加えて、安全安心にお買物いただける清潔
な店舗環境の整備を継続するとともに、ＡＩを活用したＬＳＰ（作業
計画書）を一部店舗に導入し、生産性の向上を推進いたしました。
　小売周辺事業につきましては、惣菜等調理食品の製造販売が
主なものであり、引き続き徹底した品質管理と衛生管理に努める
とともに、商品開発の強化や生産性の向上に取り組んでまいりま
した。また、３月には原尾島店 (岡山市中区 )において子会社の
株式会社でりかエッセンが運営するレストランを株式会社三好
野本店監修のもと「三好野レストラン」に改装オープンするなど、
グループシナジーの創出に取り組んでまいりました。
　この結果、当第２四半期連結累計期間の営業収益は291億27
百万円(前年同期比3.4％増)となりました。また、経常利益は9億
83百万円(前年同期比19.6％減)、親会社株主に帰属する四半期
純利益は5億81百万円(前年同期比23.2％減)となりました。
なお、中間配当金につきましては、５円とさせていただきました。
　今後の見通しといたしましては、新型コロナウイルス感染症が
収束に向かいはじめ景気の持ち直しが期待されるものの、相次ぐ
値上げにより消費者の節約志向が強まるほか、世界的な金融引き
締め等により海外景気の下振れが我が国の景気を下押しする
ことが懸念されます。
　こうしたなか、当社グループといたしましては、お客様の節約
志向への対応としてスーパーハピープライスやセブンプレミアム
の拡充および拡販のほか、地産地消などの特色ある品揃えに取り
組んでまいります。また、キャッシュレス決済の推進、ネット販売の
拡大に努めるほか、安全安心にお買物いただける清潔な店舗環境
の整備に努めるとともに、９月にポートプラザ店（広島県福山市）
を改装するなど既存店舗の活性化を推進してまいります。
　さらに、ＡＩを活用したＬＳＰ導入店舗の拡大、自動発注の精度
向上、新たな省力機器導入等効率化によるさらなる生産性の向
上に取り組んでまいります。また、従業員が健康で意欲的にかつ
働きやすい職場環境の整備に加え、階層別教育の充実による
キャリア形成を図り次世代の人財育成に注力するなど人的資
本経営を推進してまいります。加えて、プラスチック使用量の削
減や太陽光パネルの設置による省エネルギーおよび再生可能エ
ネルギーの活用など環境に配慮した取り組みや、地域社会との
協働による地域の活性化を推進するとともに持続可能社会の
実現を目指してまいります。
　株主のみなさまにおかれましては、今後とも一層のご支援を
賜りますようお願い申しあげます。　　　　　　　2023年11月

取締役社長
野口 重明

株主のみなさまへ
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（注）第54期より「収益認識に関する会計基準」等を適用しております。

事業セグメントの売上高

事業セグメントの名称
前第2 四半期連結累計期間 当第2 四半期連結累計期間

対前年
同期比

前連結会計年度
2022年3月1日～2022年8月31日 2023年3月1日～2023年8月31日 2022年3月1日～2023年2月28日

金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比

小
売
事
業

％ ％ ％ ％

食料品 21,388 80.5 21,951 79.7 102.6 43,210 79.2 
生活用品 521 2.0 495 1.8 95.0 1,059 1.9
衣料品 1,390 5.2 1,366 5.0 98.3 2,759 5.0
その他 871 3.3 33 0.1 3.9 1,343 2.5
小計 24,170 91.0 23,847 86.6 98.7 48,373 88.6

小売周辺事業 2,379 9.0 3,683 13.4 154.8 6,206 11.4
合計 26,550 100.0 27,530 100.0 103.7 54,579 100.0

（単位：百万円）
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（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：円）

■第2四半期連結累計期間　■通期 （　）内は予想
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33,604

64.3758.93

28,170 29,127

57,735 （58,500）
67,127 2,099

2,456

1,223

1,0671,055

757

92.7791.76

65.82

連結業績ハイライト

営業収益（売上高および営業収入） 経常利益

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益 1株当たり四半期（当期）純利益

（2,100）

983

（1,100）

581

（95.57）

50.49



科　目
前連結会計年度 当第2四半期

連結会計期間
2023年2月28日現在 2023年8月31日現在

資産の部
流動資産 5,765,846 5,858,862
固定資産 38,006,522 37,666,144

有形固定資産 27,607,899 27,468,885
無形固定資産 3,038,188 2,982,284
投資その他の資産 7,360,433 7,214,974

資産合計 43,772,368 43,525,006

負債の部
流動負債 12,969,626 12,946,505
固定負債 7,091,542 6,291,497

負債合計 20,061,169 19,238,002

純資産の部
株主資本 23,735,438 24,282,007

資本金 3,697,500 3,697,500
資本剰余金 5,347,750 5,347,750
利益剰余金 14,737,396 15,283,965
自己株式 △ 47,208 △ 47,208

その他の包括利益累計額 △ 58,053 △ 30,424
その他有価証券評価差額金 55,312 66,403
退職給付に係る調整累計額 △ 113,365 △ 96,827

非支配株主持分 33,814 35,420

純資産合計 23,711,199 24,287,003
負債純資産合計 43,772,368 43,525,006

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 （注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

科　目
前第2四半期
連結累計期間

当第2四半期
連結累計期間

2022年3月 1 日から
2022年8月31日まで

2023年3月 1 日から
2023年8月31日まで

売上高 26,550,813 27,530,483
売上原価 18,917,312 19,569,679
売上総利益 7,633,500 7,960,804
営業収入 1,620,129 1,597,056
営業総利益 9,253,630 9,557,861
販売費及び一般管理費 8,054,588 8,601,239
営業利益 1,199,041 956,621
営業外収益 59,138 56,902
営業外費用 34,894 30,454
経常利益 1,223,285 983,069
特別損失 99,296 50,538
税金等調整前四半期純利益 1,123,989 932,531
法人税等 364,308 348,507
四半期純利益 759,680 584,023
非支配株主に帰属する四半期純利益 2,484 2,806
親会社株主に帰属する四半期純利益 757,195 581,217

四半期連結貸借対照表 四半期連結損益計算書（単位：千円） （単位：千円）

科　目
前第2四半期
連結累計期間

当第2四半期
連結累計期間

2022年3月 1 日から
2022年8月31日まで

2023年3月 1 日から
2023年8月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,276,452 2,206,829
投資活動によるキャッシュ・フロー △ 445,955 △ 684,430
財務活動によるキャッシュ・フロー △ 2,397,446 △ 1,875,418
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 433,051 △ 353,019
現金及び現金同等物の期首残高 553,948 822,016
現金及び現金同等物の四半期末残高 986,999 468,996

四半期連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：千円）

（注）  記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

四半期連結財務諸表（要約）



会社情報／Topics

会社概要 役員2023年8月31日現在 2023年8月31日現在

代 表 取 締 役 会 長 木　住　 勝　美
代 表 取 締 役 社 長 野　口　 重　明
専 務 取 締 役 小　坂　 章　壽
取 締 役 國　府　 慎一郎
取 締 役 森　　 　眞　吾
取 締 役 武　本　 俊　夫
取 締 役 中　村　 哲　士
取 締 役 山　本　 愛　子
取 締 役 石　原 　久美子 
常 勤 監 査 役 橋　本 　克　弘
監 査 役 井　手　 敬一朗
監 査 役 柳　井 　孝　之

商 号 株式会社天満屋ストア
設 立 1969年4月1日
資 本 金 3,697,500,000円
事 業 内 容 食料品、雑貨、衣料品の小売業

（チェーンストア）
本 店 ・ 本 部 岡山市北区岡町13番16号

電話 （086）232-7265
店 舗 数 49店
従 業 員 数 1,480名（うちパートタイマー等1,062名）

取締役武本俊夫、中村哲士、山本愛子、石原久美子の4氏は、社外取締役
であります。
監査役井手敬一朗、柳井孝之の両氏は、社外監査役であります。
取締役武本俊夫、山本愛子の両氏は、東京証券取引所の定めに基づき、
当社が同取引所に届け出た独立役員であります。

　子会社の有限会社ハピーバラエティが節目の５０台目となる「移動
スーパーとくし丸」を２０２３年７月２４日に開業いたしました。地域のみ
なさまからご支持いただき、２０２３年６月現在、全国の運営企業１４１
社の中で２番目の規模に成長いたしました。
　今後も事業を通じて日々のお買い物にお困りの方への支援を継続
するとともに、各自治体との連携による見守り活動等に取り組み、地域
社会への貢献に努めてまいります。

「移動スーパーとくし丸」５０号車開業

　子会社の株式会社三好野本店が岡山県立岡
山南高等学校（岡山市南区）と地元食材を使用
した弁当を共同開発し、発売記念販売イベントを
２０２３年５月２０日、２１日に天満屋ハピータウン
岡南店（岡山市南区）にて開催いたしました。
今後も地域と連携した商品開発や地産地消を
通じて地域活性化に取り組んでまいります。

地元高校との商品開発

Topics



株式の状況等

株式の状況

中間配当に関するお知らせ

株主メモ2023年8月31日現在

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数

事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
基 準 日

公 告 方 法

上 場 証 券 取 引 所
株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関
株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所
郵 便 物 送 付 先
電 話 照 会 先

イ ン タ ー ネ ッ ト
ホ ー ムペ ー ジ ＵＲＬ
よくあるご質問（ＦＡＱ）

3月1日から翌年2月末日まで
5月
定時株主総会　  2月末日
期 末 配 当 金 　 2月末日
中 間 配 当 金 　 8月31日

電子公告とし、インターネット上の当社
ウェブサイトに掲載いたします。
https://www.tenmaya-store.co.jp

東京証券取引所　スタンダード市場
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社
大阪市中央区北浜四丁目5番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
〒168-0063 
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

 0120-782-031
受付時間 9：00～17：00（土日休日を除く）
https://www.smtb.jp/
personal/procedure/agency/
https://faq-agency.smtb.jp/
?site_domain=personal

30,000,000 株
11,550,000 株

5,256 名

　2023年10月4日開催の当社取締役会において決議いたしま
した第55期（2023年3月1日から2024年2月29日まで）中間
配当の支払いについて、次のとおりお知らせいたします。

　2023年 8月 31日の株主名簿に記録された株主または登録
株式質権者に対し、次のとおり中間配当を支払う。
1. 中間配当
2. 効力発生日
　（支払開始日）

1株につき 5円
2023年 11月 7日（火）

以　上

株　主　名 持株数 持株比率
丸 田 産 業 株 式 会 社 2,766,000 株 23.95 ％
株 式 会 社 イ ト ー ヨ ー カ 堂 2,310,000 20.00
株 式 会 社 天 満 屋 1,474,400 12.77
天 満 屋 ス ト ア 共 栄 会 876,000 7.58
株 式 会 社 中 国 銀 行 376,800 3.26
株式会社日本カストディ銀行（信託口４） 369,200 3.20
天 満 屋 ス ト ア 共 和 会 327,200 2.83
み ず ほ 信 託 銀 行 株 式 会 社 179,000 1.55
三 菱 食 品 株 式 会 社 173,900 1.51
三井住友信託銀行株式会社 157,200 1.36

大株主の状況

■ 株式に関する住所変更等のお届出およびご照会について

決議の内容

■ 特別口座について

　証券会社の口座をご利用の株主様は、三井住友信託銀行株式会社
ではお手続きができませんので、取引証券会社へご照会ください。
　証券会社の口座のご利用がない株主様は、上記の電話照会先まで
ご連絡ください。なお、お手続き方法やよくあるご質問は、上記「よく
あるご質問（ＦＡＱ）」サイトでご確認いただけます。

　株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用され
ていなかった株主様には、株主名簿管理人である上記の三井住友信
託銀行株式会社に口座（特別口座といいます。）を開設いたしており
ます。特別口座についてのご照会および住所変更等のお届出は、上記
の電話照会先にお願いいたします。

■  そのほか必要あるときは、あらかじめ 
公告して臨時に基準日を定めます。

■  ただし、事故その他やむを得ない事由に
よって電子公告による公告ができない
場合は、日本経済新聞に掲載いたします。


